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2 Ea －10 最 近 （'  90   ~' 95   ） の 女 子 学 生 の 体 位 に つ い て

○ 宮 川 豊 美　 川 村 一 男

（ 和 洋 女 大 ）

食　　物

目的　 女子学生 の体重に対する関心 は近年 特に高 まって 来て いる。 その理由の多く は「

痩せ願望ｊ であり、この傾向は、高校生から中学生・小学 校高学年 女子にも見られること

が報じられてい る。 巷間では、若い女 性向け 雑誌等 でダイエット 特集記 事があふれ、 減rn

願望に拍車をかけている現状である。健康状態 の指 標とし ての体 重の意義は大きいが、若

年女子に過度の痩せ指向があるとの報告や、近年女子若年成人の　Body Mass Index　 が小

さく なっているとの 報告も見られる。私共も学生に接していて、近年細身の学生が多く見

受けられ、 食事制限を行っていると のことも耳に すること から、 学生実 験の際に得ら れた

身 体計測の数値を資 料として検討を行ったので報 告する。

方法　 対象は本学に在籍する生活系 の健康 な学生(  19～21 才）1,054 名で、平成２年か

ら７年の各年4 ～12 月に測定を 行った。測定項目 は、身長・ 体重（lOmi 、50g 目盛）、皮

下脂肪厚（ 超音波皮 脂厚計）、 体脂肪率（ イ ンピ ーダンス法）であ る。また、これらの数

値から体格指数を算出した。

結果　 ６年 間(' 90～'95 ）の計 測平均値は、 身長158.  0 ±5.   0     O・、体重51. 8±5. 9 kgであ

り、 本学学生 の体位は全国平均（ 厚生の指標20 才、1996 年）と一致する結果を得た。また、

B M   I 20. 6±2. 1 、肥満度－1.0    ± 5. 7 、皮脂厚31. 6±0. 6   Di、体 脂肪率22.0 ±3. 7   % で

あっ た。皮 脂厚並 びに体脂肪率｡は、■ 95 の値は' 90 ～' 92 に対して有意に低く、' 93 以降

の明 らかな 減少 が観察され、痩 せの方向に進んでいく 傾向のあ ることを認めた。これらの

結果 から、女 子学生に対する適正体重、肥満に対す る適切な指導 の必要性を強く感じた。

2Ea －11 ティ クアウト食品の栄養 成分について

○川井信子　亀井正治　川越昌子（大阪市立環境科学研究所）

[ 目的]　 食生活はグルメ化のいっぽう日常的には簡便化し、外食率の増加や個食化の傾向が

みられるようになってきた。それと相侯って]ﾝ ﾋﾞﾆｪﾝｽｽﾄｱ やﾌﾌｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞ店が増加し、取り扱われ

るﾃｲｸｱｳﾄ 食品の種類も多種多様になり、利用が益々増大し、食生活において無視できなくなっ

てきている。演者らは、このような食品を上手に利用するための情報として、特に生活習慣病

に関係が深いと考えられる脂質、食物繊維、ﾐﾈﾗﾙを中心に測定を行った。

[試料]　 弁当(16) 、ﾌ7ｰｽﾄﾌｰ ﾄﾞ(10) 、総菜(17)を試料とし、適宜水を混ぜて細切・混和した。

[分析方法]　 水分：常圧乾燥法、たんぱく質：ｹﾙ ﾀﾞｰﾙ法、脂質：ｸﾛﾛﾎﾙﾑ ・ﾒﾀﾉ-ﾙ 法、灰分：

乾式灰化法、炭水化物：数値計算法、食物繊維･■ Prosky 変法、糖質：炭水化物一食物繊維、ｴﾈ

ﾙｷﾞｰ:Atwater の係数による計算､ 脂肪酸組成:ﾒﾁﾙ 化物(塩酸-ﾒﾀﾉｰﾙ 法)をGLC 分析､]ﾚｽﾃﾛｰﾙ ：

不ｹﾝ化物をGLC 分析、ﾐﾈﾗﾙNa､K､Ca､Mg 、P、Fe):  ICP-AES 分析

[結果および考察] 試料１食または1 ﾊﾟｯｸ 分の各成分量を、栄養所要量、推奨摂取量などと

比較検討した。その結果、全体として脂質が多く、食物繊維が少ないものが多かった。過剰摂

取が危惧されるNa は一部の試料で多かったが全体としては推奨値を越えるものは少なかった。

脂質の組成に関しては、洋風弁当や乳製品では飽和脂肪酸、魚を使用したものではn-3 系多価

不飽和脂肪酸、卵を使用したものでは]ﾚｽﾃﾛｰﾙ が多く含まれていた。ﾐﾈﾗﾙに関して、乳製品およ

び大豆製品を除いてCa が不足していた。低ｶﾛﾘｰや薄味など健康をｾｰﾙｽ ﾎﾟｲﾝﾄとした製品も出て

いるが、栄養ﾊﾞﾗﾝｽ の点ではまだ不十分であると考えられる。栄養ﾊﾞﾗﾝｽを配慮した製品の開発

と、消費者への情報提供のため、表示の充実が望まれる。
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